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歳入
57億5,800万円

町税
10億516万円
17.5%

分担金・負担金
4,564万円
0.8%

依存財源
57.6％

自主財源
42.4％

使用料・手数料・
財産収入・寄附金・諸収入
8億4,151万円
14．6%

地方交付税
17億1,900万円
29.9%

県支出金
2億6,326万円
4.6%

繰入金
4億5,581万円
7．9%

繰越金
9,000万円
1．6%

国庫支出金
4億6,315万円
8.0%

各種交付金
2億1,870万円
3．7%

地方譲与税
3,883万円
0．7%

町債
6億1,690万円
10.7%

歳出
57億5,800万円

人件費
8億3,087万円
14.4%

扶助費
5億3,347万円
9.3%

公債費
5億228万円
8.7%

普通建設事業費･
災害復旧事業費
8億6,898万円
15.1%

物件費
9億1,432万円
15．9%

維持補修費
1億807万円
1.9%

補助費等
5億8,044万円
10.1%

積立金
1億962万円
1．9%

投資及び
出資金
499万円
0．1%

貸付金
5億5,522万円
9.6%

繰出金
7億2,970万円
12.7%

予備費
2,000万円
0．3%

義務的経費
32.4％

投資的経費
15.1％

その他
経　費
52.5％

歳入の状況（一般会計）

歳出の性質別分類の状況

平成３１年度一般会計歳入歳出総額

57億5,800万円

依存財源… 地方交付税や地方債など、国などの決定に基づい

て交付されたり借りたりするお金

自主財源… 町税など町が確保できるお金

平
成
３１
年
度

当
初
予
算

　すべての町民が夢を持つ
ことができる町を目指して
事業を実行していくととも
に、町の新たな課題に積極
的に取り組んでいくため、
平成３１年度の予算が編成さ
れました。
　安心・安全なまちづくり
を進めるための防災対策、
町営住宅の更新などの事業
により平成３０年度と比較し
て、７億７，３００万円の大幅
増となっています。
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平成３１年度 当初予算

●各会計予算規模

●町税の内訳

用語解説（歳入） 用語解説（歳出）

地方交付税：  地方自治体の税の収入格差をなくし、サービス

水準を一定に保つため、国が集めた税金を市町

村の規模に応じて交付されるお金。

国・県支出金：  特定の事業を行うため、国や県から交付されるお金。

町債：事業を実施するために、町が銀行などから借りるお金。

町税：  町民の皆さんや町内に事業所を持つ事業所などに納め

ていただくお金。町民税、固定資産税、軽自動車税な

どがあります。

人件費：  町職員、町長、副町長、町議会議員などの給料や報酬。

扶助費：  生活に困っている方や、高齢者などの生活を守るお金。

公債費：借りたお金（町債）を返すためのお金。

物件費：  電話、郵送などの通信運搬費や消耗品などを買うお金。

維持補修費：町の施設や車の維持・管理に使うお金。

普通建設事業費：公共施設の建設や整備に使われるお金。

積立金：ひまわり温泉整備基金など、各種基金への積立金。

繰出金：特別会計の収入を補うためのお金。

歩いて元気なまちづくりを推進 来年度から一般公開予定の旧柏倉家住宅

区　　　分 平成３１年度 平成３０年度 増減額 増減率

一 般 会 計 ５７億５，８００万円 ４９億８，５００万円 ７億７，３００万円 １５．５０％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 １１億９，７９６万円 １１億９，３７５万円 ４２１万円 ０．３５％

後期高齢者医療特別会計 １億３，４２０万円 １億３，３５１万円 ６９万円 ０．５２％

介 護 保 険 特 別 会 計 １２億５，３６５万円 １２億６，２４６万円 △８８１万円 △０．７０％

農業集落排水特別会計 ６，１２３万円 ７，５５４万円 △１，４３１万円 △１８．９５％

公共下水道事業特別会計 ５億７７４万円 ５億３３６万円 ４３８万円 ０．８７％

小　　　計 ３１億５，４７８万円 ３１億６，８６２万円 △１，３８４万円 △０．４４％

合　　　　計 ８９億１，２７８万円 ８１億５，３６２万円 ７億５，９１６万円 ９．３１％

区　　　分 平成３１年度 平成３０年度 増減額 増減率

町 民 税 ４億７，１２２万円 ４億６，６３８万円 ４８４万円 １．０３％

固 定 資 産 税 ４億３７６万円 ４億３５５万円 ２１万円 ０．０５％

軽 自 動 車 税 ３，９６０万円 ３，８４４万円 １１６円 ３．０１％

町 た ば こ 税 ６，５７０万円 ６，８４０万円 △２７０万円 △３．９５％

入 湯 税 ２，４８８万円 ２，２２７万円 ２６１万円 １１．７１％

合　　　　計 １０億５１６万円 ９億９，９０４万円 ６１２万円 ０．６０％
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施 策 ３１年度に重点的に実施する主要事業

　中山町では、平成２８年度から平成３２年度までを計画期間とする「第５次中山町総合計画後期５か年

基本計画 ～みんなで創る なかやまプラン～」に沿って町政を経営しています。

　その中で、施策の柱を６つ掲げています。その柱ごとに、今年度の主要な事業をお知らせします。

安心できる健康・福祉・子育て応援のまちづくり

●低所得者を対象に、結婚にともなう新生活を支援【継続】

●社会福祉協議会補助金として、各地区に配置予定

の地域福祉推進員に係る経費を補助【継続】

●長崎小学校内に放課後児童クラブを開設するとと

もに多子世帯への利用料支援の実施【継続】

●第３子保育料無料化を実施【継続】

●認可外保育所の多子世帯同時就園を支援【継続】

●中学校卒業まで、子どもの医療に要する経費の一

部負担【継続】

安全で自然にやさしい快適な生活環境づくり

●家庭系ごみの適正な排出を啓発し、効率の良いご

み収集を推進【継続】

●ハザードマップと地震災害時等の避難所を図示し

た、総合的な防災マップを作成し、全戸に配布

●Ｊアラート受信機設備入替工事を行うほか、デジ

タル防災行政無線の整備に向けた調査【継続】

定住と交流を生み出す生活基盤づくり

●老朽化した中原住宅の建て替えを行い、低廉で良

質な住宅環境の提供を図る【継続】

●道路施設の的確な維持管理を行い、安心・安全な

社会資本へのリニューアル【継続】

●木造住宅の質（耐震化・省エネ・バリアフリー）の

向上と県産木材の利用拡大のため補助金交付【継続】

●空家等対策計画に基づく空き家の利活用【継続】

豊かで活力に満ちた産業づくり

●需給に応じた米生産、大豆等の団地形成の推進【継続】

●学校給食における地産地消の推進【継続】

●有害鳥獣捕獲活動者拡大支援および、免許取得者

の増加と有害鳥獣駆除活動などへの参加協力支援

【継続】

●大洲市・津和野町とともに東京で行う日本三大芋

煮・芋たきイベントを開催し、芋煮会発祥の地と

しての中山町のＰＲおよび、誘客を推進する事業

を展開【継続】

●地方創生推進交付金を活用したフルーツライン左

沢線活用協議会に参加し観光振興の広域連携を推

進【継続】

●なかやま西部工業団地へ立地する企業への助成制

度を実施【継続】人が輝く教育・文化・スポーツのまちづくり

●安全で快適な学校施設の整備と維持に努め、授業

が安心して行える環境の整備【継続】

●小中学校の教育ＩＣＴ環境整備に係るタブレット

ＰＣの導入や、小学校高学年から中学校の全学級

に新聞を導入するなど、教材・教具等を整備【継続】

●中学生を対象にした「なかやま未来塾」の実施【継続】

●地域コーディネーターを配置し、休日型の放課後

子ども教室を実施【継続】

●スポーツによる健康づくり事業を実施【継続】

●柏倉家住宅保存・利活用計画の推進と２０２０年度か

らの一般公開に向けた準備【継続】

●住民総参加型のチャレンジデーを開催【継続】

●日本体育大学との連携事業【継続】

みんなで進める協働のまちづくり

●魅力の高い特産品情報を発信し、返礼品の充実に

努め、ふるさと納税制度の利用を促進【継続】

●地域おこし協力隊を受け入れ、地域の活性化、文

化、産業等の振興を図る【継続】

●町民による自発的なまちづくりと防災組織づくり

を進め、協働のまちづくりを推進【継続】

●「まちづくり推進事業補助金」を拡充し協働のま

ちづくりを推進【継続】

●「やってみっべ」補助金の活用によるコミュニティ

活性化【継続】
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斎藤眞一氏が新議長に

　３月１日に町議会臨時会

が開催され、町議会の新し

い議長として、斎藤眞一議

員が選ばれました。

町 議 会
　町議会３月定例会が３月４日から１２日まで

の日程で開催され、平成３０年度一般会計補正

予算・特別会計補正予算、平成３１年度一般会

計予算・特別会計予算等について審議され、

下記のとおり可決されました。

　歳入歳出予算の総額から、それぞれ６，５４６万９千円を減額し、予算総額を４９億２，８６０万１千円としました。

１．平成３０年度一般会計補正予算（第４号）

・特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　　⇒‌‌特別職にかかる期末手当支給率の改定、町長、副町長および教育長の給料月額における減額措

置期間の延長ならびに非常勤職員の報酬等を整備するもの

・中山町町税条例の一部を改正する条例の制定について

　　⇒‌‌総務省が作成している市町村税条例（例）と町税条例を比較対象調査し、その結果修正箇所が

あったため改正するもの

・災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　　⇒‌‌災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正に伴い、関係する条例を整備する

・‌‌中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の設置および管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

　　⇒‌‌町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の利用料金の一部を改正するもの

・中山町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

　　⇒‌‌国民健康保険の被保険者の適用除外について、条例を整備する

・中山町空家等の応急措置に関する条例の制定について

　　⇒‌‌町内の危険空家等に対する応急措置を実施するため

３．条例の制定（抜粋）

・中山町道路線（新田町１号線）の認定について

　　⇒‌‌地域住民の生活安定に資するため、町道を廃止し、認定する

・‌‌中山町公営住宅（町営中原住宅）建替事業契約の締結について

　　⇒‌‌建設について、大和ハウス工業株式会社仙台支店、設計お

よび工事監理企業について、キタイ設計株式会社山形事務

所と契約締結することについて議決

4．議決

区　　分 補　正　額 補正後の予算額 主な補正の内容

国 民 健 康 保 険 530万4千円 12億７，123万円 高額療養費の給付金の増額

後期高齢者医療 65万8千円 1億3，508万円 広域連合への負担金の増額

介 護 保 険 △ ７，243万9千円 12億5，202万円 保険給付費の減額

農 業 集 落 排 水 △ 69万円 ７，485万円 補修工事費の減額

公 共 下 水 道 △ 959万8千円 4億9，3７2万円 維持管理負担金の減額

２．平成３０年度特別会計補正予算

　平成３０年度特別会計補正予算について、次のとおり可決しました。
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初めて公開された惣右衛門家のおひな様

山形大学岩田ゼミの研究発表人気のあった巫女舞の子どもたち 着物にお香を焚きしめる「伏籠」の実演

２０１９　 旧柏倉家住宅ひなまつり

　建築、日本史、文化財、観光等の分野の学識経験者、町内関係団体や県教育委員会等行政機関の専門

家からなる「柏倉家住宅保存・利活用検討会議」（会長 永井康雄山形大学工学部教授）で検討を重ねて

きた「柏倉家住宅保存・利活用実施計画」が、このほど策定されました。

　平成２９年７月に検討会議が設立されてから、足かけ３年をかけて基本計画および実施計画が検討され

てきました。また、実施計画案についてのパブリックコメントや住民説明会を開催し、町民の皆さんか

らさまざまなご意見を頂戴して、このほど策定されたものです。

　３月２日から１０日までの９日間、「２０１９‌旧柏倉家住宅ひなまつり」

（主催 黒塀のまちなみ保存活用協議会 柴﨑弘美会長）が開催され

ました。九左衛門家のおひな様のほか、惣右衛門家のおひな様など

初めて展示されるものもあり、期間中は、約１，４００人ものお客様で

にぎわいました。紅花染めや巫女舞、黒塀マルシェなど、さまざま

なイベントも行われ、春のひと時を彩りました（表紙写真）。

柏倉家住宅保存・利活用実施計画が

　　　　　　　　　　　策定されました

　基本計画で定める「その価値を守りながらいつまでも保存しつつ同時に観光振興や地域活性化に資す

る利活用を図る」という目的を達成するために、柏倉家住宅の管理の方針を定め、具体的な事業実施ス

ケジュール・予算等を示すものです。

実施計画策定の目的

①九左衛門家住宅

　・豪農の屋敷を公開し、「伝統的な生活文化や地域貢献の役割を伝承する施設」として活用します。

　・「紅花畑と里山に囲まれた自然と共生し人々の心を癒す豪農屋敷」として保存し活用します。

　・「蔵座敷と仏間蔵、調度品にみられる漆芸の粋が尽くされた豪農屋敷」として公開します。

　・「北前船と最上川舟運がもたらした文化交流の意義を学び・伝える施設」として公開します。

②惣右衛門家住宅

　・柏倉家一族の功績を紹介することで、町民のシビック・プライドを涵
かん

養
よう

し、町外に広く紹介します。

　・残されている生活用品や様式、風習などから先人の知恵を学ぶための体験を提供します。

　・これからも生き続ける建造物として、関係人口を生み出す交流施設としての機能を提供します。

管理の方針
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にぎわった黒塀マルシェ
（写真右）と、マルシェの
ワークショップでの手作り
おひな様（写真上）

「どんな模様になるかな」紅花染め体験 暖かい囲炉裏を囲んで昔語りを聞く 柏倉喜右衛門家の押絵も展示

２０２０年度に一般公開予定

　歴史と癒しを提供する施設に

１　建造物の経年劣化に対する修繕、防犯・防災対策、各種設備の整備を行います。

２　建造物を良好な状態に保つため、適正な管理作業を行います。

３‌ 　古文書を含む、町が寄附を受けた物品の文化財的価値・民俗学的価値等を調査し、保存していきます。

４‌ ‌　緑豊かな里山と融合した庭園の四季折々に見せる美しさを維持するため、適切な庭園管理を行います。

５  　【九左衛門家】２０２０年度から、入館料を徴収の上、一般公開を行います。また、普段は一般公開し

ない特別な資料などを展示する特別公開を行います。

６  　【惣右衛門家】今も活きた建造物として、利活用できるスペースが多くあることから、柏倉家一族

の功績を解説するパネル・動画等を整備し、豪農の生活文化を体験できるワークショップ等を設定し

ます。当面は、関係人口を生み出す交流施設としての機能を検証するため、さまざまな活用手法の実

証実験を行います。

九左衛門家住宅・惣右衛門家住宅にかかる事業の概要

１‌ ‌　田畑、里山、山林、水源、三嶋神社等の周辺の環境を整備します。散策路や、周遊コースを整備す

るほか、日本遺産「山寺が支えた紅花文化」のストーリー構成文化財として、九左衛門家に伝わる紅

花栽培を再現する圃場などを整備します。

２‌ ‌　観光交流施設整備事業として、岡観音堂などの史跡を巡る周遊コースを整備します。また、駐車場

を整備し、訪れる人々に対応します。

　以上のほかにも、町外からの旅行者を呼び込む観光商品開発や、情報発信事業、地域住民・町民の皆

さんと連携した普及啓発の推進、また、大学等研究機関、歴史的建造物に関する専門家・専門的組織と

の連携事業などを行います。

周辺環境および観光交流施設にかかる事業

7 31.4.15



「
中
山
町
に
し
か
な
い
魅
力
に
、

　
　
　
　
　
私
た
ち
は
気
付
い
て
い
ま
す
♥
」

前
田 

真
莉
子
　
　
左
治
木 

悠
子

私
た
ち

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す
！

特
別
編
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▪
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
中
山
町

に
着
任
し
て
く
れ
た
左さ

治じ

木き

悠
子
さ
ん

と
、
前
田
真
莉
子
さ
ん
。
着
任
し
て
１

年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
は
、
協
力
隊

の
お
２
人
に
、
活
動
を
振
り
返
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
伺
い
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ど
ん
な
１
年
で
し
た
か
。

　
　
　
　

怒
涛
の
１
年
間
で
し
た
。
柏

倉
家
を
「
ど
の
よ
う
に
保
存
し
、
ど
の

よ
う
に
利
活
用
し
て
い
く
か
」
の
は
じ

め
の
１
歩
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
先
行
き
が
見
え
な
い
中
で

方
向
性
を
示
し
な
が
ら
作
業
を
す
る
た

め
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
し
た
。
そ
の

分
、
様
々
な
方
か
ら
助
け
て
も
ら
い
、

１
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
美
味
し

い
も
の
を
い
た
だ
き
ま
し
て
…
。
改
め

て
ざ
っ
く
り
言
う
と
、
よ
く
食
べ
、
よ

く
動
き
、
よ
く
考
え
た
１
年
間
で
し
た
ね
。

　
　
　

自
分
に
お
疲
れ
様
で
し
た
、
と

い
う
感
じ
で
す
。
１
年
間
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
公
私
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な

方
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
１
年
だ
っ
た

な
あ
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。
柏
倉
家

に
関
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
料
理
や

左
治
木

前
田

山
菜
、
方
言
、
風
習
な
ど
新
し
い
発
見

ば
か
り
で
、
や
っ
ぱ
り
山
形
は
面
白
い

な
〜
と
感
じ
ま
し
た
。

▪
１
年
間
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
活
動

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

　
　
　
　

非
常
に
堅
苦
し
く
な
り
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

①‌‌

柏
倉
家
住
宅
（
九
左
衛
門
家
、
惣
右

衛
門
家
）
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ

と
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。

②
収
蔵
資
料
の
整
理
整
頓

　

個
人
の
民
家
か
ら
町
の
資
料
に
な
っ

た
た
め
、
次
の
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。

▼‌‌

資
料
に
関
し
て
は
所
有
区
分
が
不
明

瞭
だ
っ
た
た
め
、
１
点
ず
つ
仕
分
け

作
業
を
行
う
。

▼‌‌

収
蔵
場
所
を
決
め
て
専
用
棚
を
作
り
、

点
在
し
て
い
た
資
料
を
集
約
す
る
。

▼‌‌

温
度
・
湿
度
や
天
候
を
見
な
が
ら
風

通
し
や
清
掃
を
す
る
。

▼‌‌

敷
地
内
に
あ
る
掃
除
道
具
や
工
具
、

雪
下
ろ
し
道
具
な
ど
の
備
品
の
置
き

場
所
を
決
め
る
。

▼
修
繕
工
事
、
見
学
者
の
立
会
い
。

③‌‌

柏
倉
家
保
存
・
利
活
用
実
施
計
画

左
治
木

　

計
画
書
の
策
定
に
参
加
し
、
主
に
資

料
保
存
、
展
示
計
画
に
関
し
て
携
わ
り

ま
し
た
。

④‌‌

柏
倉
九
左
衛
門
家
の
「
ひ
な
ま
つ
り
」

の
展
示
企
画

　

例
年
行
っ
て
い
る
「
ひ
な
ま
つ
り
」

に
お
い
て
、
展
示
の
企
画
と
ガ
イ
ド
養

成
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

資
料
の
整
理
整
頓
を
す
る
中
で
、
ご

当
主
や
柏
倉
家
に
関
係
の
あ
っ
た
方
々

な
ど
か
ら
聞
き
取
り
し
た
お
話
を
も
と

に
お
ひ
な
様
を
組
み
立
て
た
の
で
、
資

料
整
理
を
し
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑤
「
な
か
や
ま
の
な
か
」

　

協
力
隊
２
名
で
「
な
か
や
ま
の
な
か
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
中
山
町
で

の
日
々
をIn

sta
g
ra
m

で
発
信
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
柏
倉
家
住
宅
で
採
れ

た
植
物
や
中
山
町
内
で
余
っ
た
果
物
を

使
っ
て
、
モ
ノ
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
カ
ブ
ト
ム
シ
相
撲
大
会
・
元
祖
芋
煮

会
）
や
マ
ル
シ
ェ
（
か
ら
ま
が
る
マ
ル

シ
ェ
）
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

利
活
用
す
る
に
も
保
存
す
る
に

も
、
柏
倉
家
の
中
に
何
が
あ
り
、
ど
ん

な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
知
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
、
各
部
屋
の
掃
除
・
資
料

整
理
を
行
い
ま
し
た
。
押
入
れ
の
中
や

前
田

箪た

ん

す笥
の
中
を
開
け
て
、
モ
ノ
の
状
態
の

確
認
・
分
類
を
し
、
収
蔵
棚
に
一
度
移

す
と
こ
ろ
ま
で
で
１
年
。
広
い
お
家
な

の
で
ま
だ
着
手
で
き
て
い
な
い
部
屋
も

あ
り
ま
す
。
空
に
な
っ
た
大
き
な
箪
笥

を
動
か
す
こ
と
で
、
風
の
通
り
や
日
の

入
り
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
業
務
で
は
、
な
か

や
ま
健
幸
く
ら
ぶ
や
ひ
な
ま
つ
り
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
も
お
手
伝
い
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▪
お
話
を
聞
い
た
だ
け
で
も
、
膨
大
な

作
業
量
な
ん
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
方

面
か
ら
柏
倉
家
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

で
は
、
そ
う
い
っ
た
仕
事
以
外
で
も
、

何
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　
　
　

今
は
な
い
道
具
や
、
建
物
そ
の

も
の
に
お
い
て
も
、
「
昔
の
人
は
頭
良

い
な
〜
！
」
と
感
じ
る
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
道
具
そ
の
も
の
の

機
能
、
仕
舞
い
方
、
見
た
目
な
ど
も
よ

く
考
え
て
あ
っ
て
、
今
も
こ
れ
が
あ
れ

ば
良
い
の
に
と
思
う
モ
ノ
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
や
シ
ス
テ
ム
と
し
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

前
田

私たち地域おこし協力隊です！特別編
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山
形
は
食
べ
物
が
美
味
し
い

と
は
以
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

改
め
て
何
を
食
べ
て
も
美
味
し
い
な
と

実
感
し
ま
し
た
。
草
を
食
べ
て
も
美
味

し
い
し
、
熟
し
す
ぎ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
も

甘
く
な
っ
て
美
味
し
い
し
、
ど
こ
を
と
っ

て
食
べ
て
も
美
味
し
い
な
ん
て
幸
せ
す

ぎ
ま
す
。
月
並
み
な
印
象
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
山
形
に
一
度
は
住
ん

で
い
た
私
が
諸
処
の
引
越
し
を
重
ね
た

結
果
、
１
周
回
っ
て
帰
る
場
所
に
戻
っ

て
き
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

▪
１
年
間
や
っ
て
み
て
の
課
題
な
ど
、

こ
れ
か
ら
に
向
け
て
見
え
て
き
た
こ
と

な
ど
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
　

昨
年
は
柏
倉
家
で
日
々
や
っ

て
い
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
見
え
る
形
で

お
知
ら
せ
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
っ
た
い
、
あ
の
黒
塀
の
中
で
何
を
食
っ

て
ば
か
り
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
も
っ
と
情
報

を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
情
報
共
有
の
時

代
の
波
に
乗
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
で
思
っ
て
い
る
以
上
に

や
り
き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、

今
年
も
多
く
の
方
の
猫
の
手
を
借
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

左
治
木

左
治
木

　

活
動
場
所
が
３
か
所
あ
る
こ
と
（
公

民
館
、
惣
右
衛
門
家
、
九
左
衛
門
家
）
と
、

季
節
の
事
情
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
協

力
隊
の
事
務
所
が
日
々
移
動
し
て
し
ま

い
ま
す
。
工
具
や
仕
事
道
具
を
取
り
に

行
く
手
間
が
面
倒
な
こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
、
今
年
は
ど
こ
で
も
で
き
る
よ
う

に
持
ち
物
の
管
理
方
法
を
変
え
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
で
、

最
近
、
キ
ャ
ン
プ
道
具
は
素
晴
ら
し
い

な
と
感
じ
て
い
ま
す
…
。
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
町
内
限
定
の
流
行
り
の
ノ
マ
ド

ワ
ー
カ
ー
（
働
く
場
所
を
特
定
の
オ
フ
ィ

ス
に
固
定
せ
ず
、
カ
フ
ェ
や
レ
ン
タ
ル

ス
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
）
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　

柏
倉
家
は
ず
っ
と
人
が
住
み
続

け
て
き
た
家
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
時

代
に
よ
っ
て
建
物
も
家
と
し
て
の
あ
り

方
も
変
わ
り
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と

が
１
年
で
見
え
て
き
て
、
今
後
柏
倉
家

を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
見
せ
て
い
く

か
、
と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
が
今
後
の

課
題
か
な
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
か
の
時

代
で
切
り
取
っ
て
定
義
し
て
し
ま
う
の

は
簡
単
で
す
が
、
時
代
に
応
じ
て
変
わ

り
続
け
て
き
た
と
い
う
あ
り
方
を
見
せ

る
に
は
、
す
べ
て
の
時
代
の
も
の
が
等

し
く
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

も
あ
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
と
考

前
田

え
て
い
ま
す
。

▪
考
え
る
こ
と
も
や
る
こ
と
も
ま
だ
ま

だ
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
ね
。

　

自
分
た
ち
の
活
動
以
外
に
、
参
加
し

た
り
、
興
味
を
持
っ
た
り
し
た
中
山
町

の
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　

小
さ
い
町
だ
か
ら
で
し
ょ
う

か
、
町
の
規
模
に
対
し
て
歴
史
民
俗
の

ス
ト
ー
リ
ー
が
多
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
が
多
い
の
か
一
つ
の
内
容

が
濃
い
と
言
う
か
、
興
味
深
い
、
個
人

的
に
ア
ツ
い
で
す
。
郷
土
史
研
究
会
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
私
も

何
か
調
べ
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

個
人
的
に
は
中
山
町
に
引
越
し

て
く
る
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
、
岩

谷
十
八
夜
観
音
の
お
祭
り
に
参
加
で
き

た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

あ
と
は
「
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
よ

〜
」
と
言
い
つ
つ
い
ろ
い
ろ
な
特
技
を

持
っ
て
い
る
方
や
活
動
を
な
さ
っ
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

も
っ
と
時
間
が
あ
れ
ば
教
わ
っ
た
り
一

緒
に
何
か
し
た
い
と
勝
手
に
思
っ
て
い

ま
す
。

左
治
木

前
田

▪
ど
う
や
ら
お
２
人
に
と
っ
て
、
中
山

町
の
歴
史
や
文
化
が
合
っ
て
い
る
み
た

い
で
す
ね
。

　

歴
史
以
外
に
、
中
山
町
っ
て
ど
ん
な

町
と
い
う
感
想
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　

住
ん
で
み
て
わ
か
っ
た
こ
と

で
す
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
箇

条
書
き
に
し
ま
す
！

▼‌‌

何
を
食
べ
て
も
美
味
し
い
し
、
果
物

が
豊
富
。

▼‌‌

ど
こ
か
ら
見
て
も
左
沢
線
の
２
車
両

が
通
る
風
景
が
絵
に
な
る
。

▼
歴
史
民
俗
の
話
が
面
白
い
。

▼‌‌

ほ
ん
わ
館
と
公
民
館
の
建
物
の
造
り

が
素
敵
。

▼‌‌

足
湯
と
温
泉
に
フ
ラ
ッ
と
行
け
る
距

離
感
と
気
軽
さ
。

　

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
な
ん
で
こ
れ
ま

で
中
山
町
を
通
過
し
て
い
た
の
か
と
不

思
議
に
思
う
時
が
た
ま
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　

濃
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
こ

ろ
、
毎
日
変
化
す
る
山
の
景
色
、
す
れ

違
う
と
「
こ
ん
に
ち
は
〜
」
と
声
を
か

け
あ
え
る
と
こ
ろ
、
り
ん
ご
、
さ
く

ら
ん
ぼ
、
す
も
も
、
山
菜
、
納
豆
汁
、‌

ゆ
・
ら
・
ら
、Y

U
K
IH
IR
A
‌C
O
F
F
E
E
‌

、

左
治
木

前
田
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鳥
の
鳴
き
声
、
山
形
弁
、
夜
の
星
空
、

オ
ナ
カ
マ
サ
マ
、
道
中
た
く
さ
ん
あ
る

お
地
蔵
さ
ん
、
な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
！

▪
好
き
な
と
こ
ろ
、
い
っ
ぱ
い
挙
げ
て

も
ら
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

面
白
い
の
は
、
国
道
や
左
沢

線
を
挟
ん
で
「
あ
っ
ち
側
と
こ
っ
ち
側
」

の
文
化
が
分
か
れ
て
い
る
点
。

▪
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
る
ん
で
す
ね
。

町
に
い
る
と
な
か
な
か
気
づ
け
な
い
点

で
す
ね
。

　
　
　

道
路
を
挟
ん
で
左
右
で
文
化
が

違
う
と
こ
ろ
（
長
崎
方
面
と
岡
方
面
）

は
私
も
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
「
普
通
」

の
定
義
の
違
い
や
、
公
民
館
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

が
盛
ん
な
こ
と
な
ど
は
面
白
い
で
す
ね
。

▪
１
年
間
の
活
動
報
告
会
を
企
画
し
て

い
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
　
　
　
　
　
　

４
月
２０
日
午
後
１
時

か
ら
、
柏
倉
家
で
、
私
た
ち
の
報
告
会

を
行
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

左
治
木

前
田

左
治
木
・
前
田

▪
最
後
に
、
町
民
の
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

は
い
。
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間

の
１
年
で
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
た

く
さ
ん
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
任
期
は
最
大
で
３
年
と
い
う
こ

と
で
、
今
後
を
ど
う
過
ご
し
て
い
く
の

か
を
考
え
て
い
ま
す
。
山
形
県
で
一
番

小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ま
だ
あ

ま
り
行
っ
た
こ
と
の
な
い
地
域
も
あ
っ

た
り
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
濃
密
さ
を

堪
能
す
る
に
は
時
間
が
足
り
な
い
と
正

直
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ

な
方
に
お
世
話
に
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
方
と
関
わ
れ
た
ら
嬉

し
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

前
田

左
治
木
・
前
田

地域おこし協力隊

　　活動報告会

日時　４月２０日（土）

　　　午後１時

場所　旧柏倉九左衛門家

お気軽に
いらしてください。

私たち地域おこし協力隊です！特別編

11 31.4.15



町
職
員
の
人
事
異
動
と

 

平
成
３１
年
度
職
員
体
制

　

４
月
１
日
付
で
町
職
員
・
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
、
今
年
度

の
町
の
職
員
体
制
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
職
員
は
行
政
職
３
人
、
保
健
師
１
人
で
す
。
職
員
数
は
前

年
の
４
月
１
日
と
比
較
し
て
２
人
減
の
１
０
０
人
と
な
り
ま
す
（
特
別

職
除
く
）
。
※
異
動
の
あ
っ
た
職
員
は
青
文
字
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　

機
構
改
革
に
よ
り
、
総
務
課
を
総
務
広
報
課
と
変
更
し
、
所
管
す
る
担
当
を

庶
務
・
危
機
管
理
・
地
域
情
報
の
３
グ
ル
ー
プ
と
す
る
。
政
策
推
進
課
を
総
合

政
策
課
と
し
、
所
管
す
る
グ
ル
ー
プ
を
政
策
企
画
・
財
政
管
財
グ
ル
ー
プ
の
２

グ
ル
ー
プ
と
す
る
。

　
　
　
　
　

町　

長

‌

佐
藤　

俊
晴

　
　
　
　
　

副
町
長

‌

秋
葉
秀
出
男

　
　
　
　
　

教
育
長

‌

浦
山　

健
一

　
　
　
　
　

‌‌

課
長
（
兼
）
防
災
セ
ン

タ
ー
所
長

‌

黒
沼　

里
香

◆
庶
務
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
１
１
１
）

　

代
表
統
括‌
神
保　

勝
也

　

主　
　

査‌

石
川　

里
佳

　

主　
　

任‌

佐
藤
友
里
菜

　

技
能
専
門
員
兼
自
動
車
運
転
手

‌

石
川　

尚
寿

　

技
能
主
査
兼
自
動
車
運
転
手

‌

井
上　

定
俊

　

山
形
県
へ
派
遣

　

主　
　

任‌

佐
藤　

弘
基

◆
地
域
情
報
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
２
２
３
）

　

専 

門 

員‌

多
田　

直
晶

　

主　
　

任‌

石
川
は
る
香

　

主　
　

任‌

井
上　

健
司

　

主　
　

事‌

佐
東　

瑞
希

特
別
職

総
務
広
報
課

◆
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
４
８
９
９
）

　

統　
　

括‌

村
山　

直
也

　

技　
　

師‌

石
川　
　

遼

　

主　
　

任‌

鈴
木　

貴
紀

　
　
　
　
　

‌‌

課　

長

‌

野
口　

好
一

◆
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
４
２
７
１
）

　

統　
　

括‌

高
橋　

勝
人

　

主　
　

査‌

今
井　

直
明

　

主　
　

査‌

東
海
林
礼
之

　

主　
　

事‌

酒
井　
　

渚

◆
財
政
管
財
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
１
１
８
）

　

代
表
統
括‌

今
野　

明
人

　

専 

門 

員‌

阿
部　
　

弘

　

主　
　

任‌

今
井　

達
哉

　
　
　
　
　

‌‌

課　

長

‌
今
野　

修
悦

◆
住
民
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
１
１
３
）

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
５
９
３
）

　

統　
　

括‌

関　
　

健
一

　

専 

門 

員‌

山
田　
　

孝

　

専 

門 

員‌

須
貝　

恭
子

　

主　
　

査‌

多
田　

周
子

　

主　
　

査‌

多
田　

弘
毅

　

主　
　

任‌

池
田　

麻
美

　

主　
　

任‌

森
谷　
　

光

　

主　
　

事‌

山
口　

嘉
澄

　

主　
　

事‌

今
野　

駿
作

◆
税
務
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
１
１
２
）

　

代
表
統
括‌

太
田　

文
彦

　

専 

門 

員‌

佐
竹　

貞
二

　

専 

門 

員‌

髙
橋　

孝
志

　

主　
　

査‌

渡
井　

康
裕

　

主　
　

任‌

柳
生　

奈
央

　

主　
　

任‌

後
藤　
　

舞

　

主　
　

事‌

土
田　

智
子

　

主　
　

事‌

近
藤　

大
地

　

主　
　

事‌

千
葉　

真
弓

　

主　
　

事‌

角
田　

瞳
子

　

主　
　

事‌

鈴
木　

理
奈

◆
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
へ

　

派
遣

　

主　
　

査‌

大
沼　
　

晋

　

主　
　

任‌

合
田　

正
司

　

主　
　

事‌

阿
部　

康
彦

　
　
　
　
　

‌‌

課
長
（
兼
）
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長

‌

柏
倉　

浩
子

◆
福
祉
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３
）

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
７
０
５
）

　

‌‌

代
表
統
括
（
兼
）
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
次
長‌

佐
藤　

隆
一

　

専 

門 

員‌

須
貝　

幸
司

　

主　
　

査‌

石
井　

有
佳

　

主　
　

査‌

鈴
木
真
由
美

　

主　
　

査‌

松
田　

裕
作

　

主　
　

任‌

千
葉　

佳
織

　

主　
　

事‌

荒
井　

淳
子

　

主　
　

事‌

西
塔　

祐
也

　

な
か
や
ま
保
育
園
長

‌

松
田　

友
子

　

専
門
員
兼
主
任
保
育
士‌

渡
邉　

睦
美

　

専
門
員
兼
保
育
士‌

髙
橋　

美
幸

　

主
任
兼
保
育
士‌

佐
竹　

和
佳

　

主
任
兼
保
育
士‌

村
山　

牧
子

　

主
任
兼
保
育
士‌

森
谷　

美
香

　

主
事
兼
保
育
士‌

神
保　

奏
子

◆
介
護
支
援
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
４
５
６
）

　

統　
　

括‌

髙
橋　

昌
一

　

主　
　

査‌

鈴
木　

伸
広

　

主　
　

任‌

渡
井　

春
香

　

主　
　

任‌

荒
木　

秀
寿

　

主
任
兼
保
健
師‌

鈴
木
友
里
絵

◆
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
８
３
６
）

　

統　
　

括‌

栗
原　
　

純

総
合
政
策
課

住
民
税
務
課

健
康
福
祉
課
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専
門
員
兼
な
か
や
ま
保
育
園　

　

管
理
栄
養
士‌

松
田　

友
美

　

主
査
兼
保
健
師‌

會
田　
　

文

　

主　
　

事‌

秋
葉　

昭
太

　

主
事
兼
保
健
師‌
今
野　

早
彩

　

主
事
兼
保
健
師‌
笹
原
千
有
希

　
　
　
　
　

‌‌

課　

長

‌

髙
内　

英
二

◆
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
１
１
４
）

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
０
６
３
）

　

統　
　

括‌

井
上　

栄
司

　

専 

門 

員‌

須
貝　
　

敦

　

専 

門 

員‌

結
城　

俊
治

　

主　
　

任‌

中
村　

友
彦

　

主　
　

任‌

布
施　

順
次

　

主　
　

事‌

大
江　

達
也

　
　
　
　
　

‌‌

課　

長

‌

秋
葉　

政
則

◆
建
設
整
備
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
１
１
６
）

　

統　
　

括‌

加
藤　

耕
一

　

主　
　

査‌

稲
川　

隆
央

　

主　
　

任‌

田
村　

賢
照

◆
下
水
道
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
１
１
５
）

　

代
表
統
括‌

髙
橋　

孝
広

　

専 

門 

員‌

伊
藤　
　

悟

　

主　
　

任‌

鈴
木　

優
実

　
　
　
　
　

‌‌

会
計
管
理
者

‌

西
塔　

雅
典

‌
（
☎
６
６
２
‐
４
１
２
３
）

　

室　
　

長‌

渡
辺　

美
喜

　

主　
　

任‌

東
海
林
和
也

　
　
　
　
　

‌‌

事
務
局
長

‌

　
　

川
瀬　
　

勲

‌

（
☎
６
６
２
‐
４
３
７
０
）

　

主　
　

査‌

武
田　

明
久

　
　
　
　
　

‌‌

課
長
（
兼
）
中
央
公
民
館
長

（
兼
）
歴
史
民
俗
資
料
館
長

（
兼
）
図
書
館
長

‌

武
田　

光
由

◆
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
５
４
８
４
）

　

主
任
指
導
主
事
兼
代
表
統
括

‌

鎌
田
さ
と
み

　

主　
　

査‌

荒
木　

一
美

　

主　
　

事‌

江
口　

翔
平

　

技
能
専
門
員
（
中
山
中
）

‌

工
藤　

英
樹

　

技
能
専
門
員
（
長
崎
小
）　
　
　

‌

井
上　

孝
義

　

技
能
専
門
員
（
豊
田
小
）

‌

服
部　

浩
之

◆
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
２
３
５
）

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
２
８
９
）

　

統　
　

括
（
生
涯
学
習
施
設
担
当
）

‌

内
藤　

和
明

　

統　
　

括‌

村
山　
　

聡

　

専 

門 

員‌

髙
橋　

昌
敏

　

専 

門 

員‌

丹
野　

隆
雅

　

主　
　

査‌

横
山　

夏
樹

　

主　
　

任‌

石
沢　
　

卓

　

主　
　

事‌

庄
司　

幸
一

　

主　
　

事‌

尾
形　

礼
実

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

‌

（
☎
６
６
２
‐
２
０
３
５
）

　

所　
　

長‌

森
谷
真
由
美

‌

（
☎
６
６
２
‐
４
３
６
９
）

　

事
務
局
長
（
兼
）　

髙
内　

英
二

　

（
兼
）
統
括‌

井
上　

栄
司

　

主　
　

査‌

鈴
木　
　

亮

◆
新
規
採
用
者
（
４
月
１
日
付
）

　
　
　
　
　
　

総
務
広
報
課

　

佐
東　

瑞
希

　
　

（
土
橋
）

　
　
　
　
　
　

住
民
税
務
課

　

角
田　

瞳
子

　
　

（
山
形
市
）

　
　
　
　
　
　

住
民
税
務
課

　

鈴
木　

理
奈

（
山
形
市
）

　
　
　
　
　
　

健
康
福
祉
課

　

笹
原
千
有
希

　

（
山
辺
町
）

◆
退
職
者
（
３
月
３１
日
付
）

　

総
務
課
長‌

西
塔　

雅
典

　

建
設
課
長‌

秋
葉　

政
則

　

健
康
福
祉
課
な
か
や
ま
保
育
園
長

‌

佐
藤
喜
久
子

【
転　

入
】

◆
長
崎
小
学
校

　

教　
　

諭‌

鈴
木
ゆ
み
子

　

教　
　

諭‌

落
合　

真
優

　

教　
　

諭‌

今
田　
　

久

◆
豊
田
小
学
校

　

教　
　

諭‌

真
木　

隆
旗

　

主　
　

査‌

志
賀　

紀
子

　

講　
　

師‌

阿
部　

彩
夏

◆
中
山
中
学
校

　

校　
　

長‌

大
津　

俊
則

　

教　
　

頭‌

高
橋　

郁
子

　

教　
　

諭‌

奥
山
エ
リ
子

　

事
務
主
査‌

押
野
千
賀
子

　

教
諭
（
再
任
用
）‌

庄
田　
　

実

【
転　

出
】

◆
長
崎
小
学
校

　

教　
　

諭‌

松
井　
　

卓

　

教　
　

諭‌

大
木
真
紀
子

　

教　
　

諭‌

奥
山　

隼
人

◆
豊
田
小
学
校

　

教　
　

諭‌

伊
藤　
　

元

　

主　
　

事‌

佐
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長
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長
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小
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慶
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田
小
学
校
講
師‌

多
田　

一
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校
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中
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山
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中
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中
学
校
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今
野　
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章

産
業
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興
課

建
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会
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室
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会
事
務
局

教
育
委
員
会
教
育
課

農
業
委
員
会
事
務
局

学
校
職
員
人
事
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もしもしピット

文新田生活改善センター

ＪＡやまがた
ひまわり支店

朝の子どもたちの交通安全は
　　　　　　　私たちが守っています

　いよいよ学校の新学期が始まりました。入学式を終えたばかりの１年生も、お兄さん、お姉さんと一緒に通学班で登校しています。

朝の通学の時間帯は、交通量がとても多くなりますが、交通事故から子どもたちを守るために、交通指導員が活動しています。

　今号では、指導員さんたちのお名前、（　）内はお住まいの地区、①担当場所、②日ごろからの思い等をご紹介します。

①文新田公民館前丁字路　

②車が完全に止まってか

ら横断させるように気を

つけています。子どもた

ちが元気に登校する姿が

自分の元気のもとです。 横山洋一指導員
（文新田）

①薬王堂前押しボタン式

信号機Ｔ字路　②信号が

新しく設置されましたが、

「青信号になっても左右

の車が止まるのを確認し

よう」と子どもたちに注

意しています。
浦山吉夫指導員

（下川）

①あおばセブンイレブン

十字路　②たまに信号無

視の車がいるので、慎重

に確認して横断させてい

ます。班長を中心に、１

列に隊列になって、笑顔

で通学してください。
増川喜久彌指導員

（あおば）

①ラビットハウス角十字

路　②１人ひとりの名前

を覚えて、毎朝、話しか

けながら交通指導を行っ

ています。日々の子ども

の成長を見るのが楽しい

です。
小野正人指導員

（柳町）

①新田町内藤ガソリンス

タンド前　②子どもたち

のほうから元気なあいさ

つをしてくれるので、こ

ちらも１日気分がよいで

す。これからも続けてほ

しいと思います。
児玉房夫指導員

（上町）

①大日如来角十字路　②

交通安全班の列が広がら

ないよう、気をつけて指

導しています。子どもた

ちが元気に通学するのを

見送ることがやりがいで

す。
渡辺起一郎指導員

（元町）
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もしもしピット

文新田生活改善センター

ＪＡやまがた
ひまわり支店

　３月１日には、中央公民館を会場に「交通指導員会議」が開

催されました。いつもはそれぞれの立哨場所で子どもたちを指

導している交通指導員の皆さんが集まり、活動報告を行いました。

　また、中山駐在所の所長さんから最近の交通事故の状況につ

いてお話を聴き、「一番大切なのは、毎日の子どもたちへの声

がけです」という所長さんの言葉に、指導員の皆さんは大きく

うなずいていました。

子どもたちの安全を守るため、話し合う

①小塩押しボタン式信号

機交差点　②登下校時だ

けでなく、外で遊ぶとき

や自転車に乗るときは十

分注意してください。子

どもたちとの朝の会話が

自分のやりがいです。
井上政弘指導員

（小塩）

①豊田小学校南十字路　②

子どもたちが安全に登校で

きるよう見守っています。

下校時に、ふざけ合いなが

ら歩く姿を見かけるので、

気づいた時は、地域の方も

声をかけてあげてください。
穗積隆雄指導員

（土橋）

①金沢国道４５８号十字路　

②道路幅が狭く、歩道もな

いので、広がって歩かない

ように声をかけています。

これからも前を向いて、気

をつけて登校して楽しい学

校生活を送ってください。
鈴木俊悦指導員

（金沢）

①菊地クリーニング角・町民

グラウンド北十字路　②毎日

「いってらっしゃい」とあい

さつをして、子どもたちの背

中を見送っています。大人に

なってもあいさつのできる人

になってほしいと思います。
髙橋好子指導員

（梅ヶ枝町）

①八坂神社前十字路　②きち

んと信号を守り、車が止まっ

てから横断するよう、声を掛

けています。子どもたちが元

気なあいさつで応えてくれる

ので、いつもさわやかな気持

ちで１日を始められます。
夛田利夫指導員

（元町）
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筋力向上トレーニングと有酸素運動

今年のチャレンジデー（５月２９日）まで、あと （平成３１年４月１５日時点）44日！
身体を動かす習慣をつけましょう！

有酸素運動の限界

　ウォーキングだけでは、老化による筋肉の減少を抑えることはできません。筋肉には、速い動作を

するときに使う「速筋」とゆっくりした動作をするときに使う「遅筋」の２種類があります。歩くと

きに使うのは「遅筋」ですが、老化によって大きく減るのは「速筋」のほうです。したがって、筋力

を維持・増強するためには「速筋」を鍛えることが重要であり、有効です。

　ウォーキングのような持久的な運動では「速筋」はほとんど使われません。「速筋」を鍛えるためには、

筋力トレーニングなどの強度の高い運動を行うことが有効です。

　「チャレンジデー」は毎年５月の最終水曜日に実施

されます。スポーツを通した健康づくりに通年で取り

組むため、運動と健康のあれこれをご紹介していきます。

コラム：GO!GO! challenge Sports：Vol.13

GO! GO! チャレンジ スポーツ

ひまわりが目印の
さわやかなデザイン

調印を終えた佐藤町長と小野社長

テレビの視聴などができる電動車両

ピカピカにリニューアル

災害時の協力協定を締結

１１２号沿いの町の看板

もしもの時に電動車両と給電装置を配置

　国道１１２号線の桜町交差点に設置されていた町の看板が、このほどリニュー

アルされました。

　これまでの看板が老朽化していたため、デザインを新たにして作り替えた

もので、グリーンの２本のポールにはさまれたクリーム色の板面に町内の主

要施設が紹介され、トップには町の花であるひまわりが描かれています。看

板の下部は、入替可能な広告掲載部分となっており、時期に合わせたイベン

トなどの広告を見ていただけるようになっています。また、夜になるとライ

トアップされ、遠くからも浮き立って見えるような設計になっています。

　３月２８日、町と山形三菱自動車販売株式会社（小野勉代表取締

役社長）の間で、「災害時等における電動車両および給電装置に

関する協力協定」が締結され、調印式が行われました。

　地震などが起きた際に、町に電動車両と給電装置を配備し、停

電やガソリン不足などが心配される状況でも非常用電源として活

用できるものです。

　この車両があれば、駆動用バッテリーからテレビやパソコンな

どへ電力を供給して情報収集をすることができるようになるほ

か、電気だけでも走れるので、ガソリンの供給が滞った時に、け

が人の移送など、どうしても移動しなければならない場合にも活

躍することが期待されます。
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表彰式当日出席した方々（写真には代理で出席した方も含まれます）

町民の総力を挙げ
て応援することを
決めた総会

　
３
月
１０
日
、
大
会
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
「
ス

ポ
ー
ツ
表
彰
式
」
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
６２
名
に
殊
勲
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
一
人
ひ
と
り
に
佐
藤

町
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
表
彰
式
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】
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葉
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服
部
　
祐ゆ

う

と大

　３月１０日、中央公民館で東北楽天ゴールデンイーグルス中山町支援本部の総会が行われ、平成３０年度

の活動内容の報告がされたほか、平成３１年度の活動計画案について協議され、可決されました。

　平成３１年度には、荘内銀行・日新製薬スタジアム（県野球場）では、ファーム公式戦１試合が予定さ

れています。

　今後もますます東北楽天ゴールデンイーグルスを盛り上げるため、町民の皆様のご声援・ご協力をお

願いします。

平成３１年度事業計画（主なもの）

・お知らせ版等による広報活動

・荘銀・日新スタジアム観客席イス清掃

・ファーム戦で両チームへ激励品贈呈

・ファーム戦でふれあいイベント事業実施

・ファンとチームの交流の場を設ける

・チームによる野球・ソフトボール教室等の開催

試合日程 【ファーム戦 対 北海道日本ハムファイターズ】

６月１５日（土）

　午後１時

　試合開始

東北楽天ゴールデンイーグルスを応援しよう
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ひまわり広場

みんなで歌って
　　　　　元気になろう
新しいボランティアグループが発足

カルシウムを摂って健康に
町きららクラブで健康講座開催

　２月２１日、勤労文化センターで、ボランティア

グループ「みんなで歌って元気になろう実行委員

会」の主催による、歌のイベントが行われまし

た。

　このグループは昨年開催された担い手養成講

座（町と社協の共催）で「歌・楽・茶」としてイ

ベントを開催した際、受講者から、「またやって

　２月２６日、中央公民館で町きららクラブ（渡辺利明会

長）が主催した健康講座が開催されました。

　雪印メグミルク㈱から講師をお招きし、骨とカルシウ

ムの関係についての講義をいただき、カルシウムが身体

を作る上で大切な栄養素であることを勉強しました。ま

た、講義の最後には、模型を使って昨晩の夕食のカルシ

ウム摂取量を推計するゲームをし、楽しく、しかも実践

的にカルシウムを摂取することの大切さを学びました。

　平成２９年４月に県から派遣され産業振興課統括を拝命して以来、関係団体や町

民の皆様のご協力を得て、農業や商工業、観光など様々な分野において産業振興

に取り組んでまいりました。

　この２年間で最も大きな出来事は、中山町が構成市町として、日本遺産「山寺

が支えた紅花文化」と日本農業遺産「歴史と伝統がつなぐ山形の『最上紅花』」

に認定されたことでした。いずれも中山町の持つ歴史や町民の皆様が引き継いで

町民の皆さんお世話になりました
産業振興課

茅
ち

原
はら

秀
しゅう

弘
こう

統括

大勢の参加者が集まりました。
模型を使ってゲーム感覚で学びました

身振り手振りをしながら、大きな声を出して歌うと、
心が晴れ渡ります。あなたも参加してみませんか

ほしい」との要望が多く寄せられたため立ち上がったボランティア団体です。楽しい体操をはさみなが

ら、リクエスト曲全１２曲を全員で歌いました。平成３１年度は中山町数カ所で開催予定です。

こられた生活・文化が「価値ある物」として町外の方に認められたものであり、農商工観光連携による

地域産業の活性化やシビック・プライドの形成に大いに役立つものだと思います。今後の活用に期待し

ております。

　産業振興という仕事柄、本当に多くの方々にご指導、ご協力いただき、何とか２年間の任期を全うす

ることができました。関係者の皆様、町民の皆様にあらためて感謝申し上げます。４月からは産業振興

とは畑違いの部署に配属になりますが、７月の紅花祭りや全国かぶと虫相撲大会、９月の元祖芋煮会in

中山などに足を運び、またお会いできることを楽しみにしております。
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T o p i c s

第１４５話 石沢太惣治の参詣日記 その４

　

石
沢
太
惣
治
は
、
伊
勢
参
詣
の

旅
の
間
、
帰
郷
の
時
に
備
え
て
土

産
物
を
手
当
た
り
次
第
買
い
込
み

ま
す
が
、
や
が
て
身
軽
な
旅
に
限

る
と
悟
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
ほ

と
ん
ど
買
い
物
を
や
め
て
、
も
っ

ぱ
ら
買
う
べ
き
名
物
・
名
産
を
日

記
に
書
き
留
め
、
食
べ
る
こ
と
に

し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

旅
を
終
え
て
戻
っ
て
来
た
と
き

は
、
そ
れ
で
も
相
当
の
買
い
物
と

な
り
、
そ
れ
ら
は
主
に
京
都
で
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
記
の
終
わ

り
に
書
き
留
め
た
土
産
物
の
一
覧

に
は
、
左
図
の
品
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
品
々
は
、
黒く
ろ

張は
り

の

行こ
う

李り

に
詰
め
て
背
負
い
歩
い
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
絵

図
、
案
内
図
の
購
入
も
、
当
時
の

土
産
品
と
し
て
見
知
ら
ぬ
土
地
へ

の
憧
れ
を
引
き
出
す
最
良
の
品
々

で
し
た
。

　

倹
約
を
求
め
ら
れ
た
時
代
な
が

ら
、
奮
発
し
て
亀
甲
の
櫛
を
買
っ

た
の
は
、
妻
女
の
た
め
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
不
思
議
な
も
の

は
、
「
磁
石
・
れ
で
へ
る
」
で
す
。

恐
ら
く
「
れ
で
へ
る
」
は
「
レ
ベ

ル
」
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、
測
量

機
器
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

既
に
、
マ
ン
ト
、
ジ
ュ
バ
ン
（
襦

袢
）
な
ど
は
日
常
使
わ
れ
て
い
た

外
来
語
で
あ
る
の
で
、
耳
か
ら
の

感
覚
で
「
れ
で
へ
る
」
と
聞
き
語

ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
平
板
測

量
を
自
分
で
行
え
る
技
術
が
身
に

つ
い
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

※
引
用　

中
山
町
史　

中
巻

　

第
１０
章
第
１
節　

庶
民
と
信
仰

茶
嶋
袷　
　
　
　

一　

 

（
嶋
は
縞
の
こ
と
か
）　

 

仕
切
判　
　

一

鉄
色
木
綿
羽
織　

一　
　

庄
五
郎
分　
　
　
　
　

黒
張
行
李　

一

手
ぶ
そ　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
絵
図　

二
百
枚

紙
入
れ　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
品
川　

一
包　
　

四
人
分

む
そ
う
弐
人　
　

九
冊　

駒
吉
と
共
同
で　
　
　

茶
羽
織　
　

一
枚　
　

仁
右
衛
門
分

保
元
承
久
物
語　

五
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
渡
巻　
　

二
枚　
　

四
人
分

鎌
倉
氏
鑑　
　
　

二
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磁
石
、
れ
で
へ
る

出
流
録
記　
　
　

一
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
甲
櫛

出
流
ご
ふ　
　
　

一
包　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
方
書
物

古
や
た
て　
　
　

一　
　

才
兵
衛
分　
　
　
　
　

国
絵
図

中山中学生が認知症を学ぶ　サポーター養成講座 開催

ひまわり荘で災害時を想定し避難訓練

　３月１０日に中山中学校で１年生を対象に「認知症サポーター

養成講座」が行われました。この講座は認知症について理解

し、認知症の方やその家族をサポートする人を養成するもの

で、中学校では初めての実施です。健康福祉課と地域包括支援

センターの職員が講師となり、寸劇を交えながら認知症につい

て説明を行いました。

　中山中では防災学習に力を入れており、認知症について知る

ことは避難所運営の際などに役立てることができるということ

で、今回の講座の実施となったものです。

　３月９日に特別養護老人ホーム中山ひまわり荘（黒田玲子施設

長）で、災害時を想定した防災訓練が行われました。万一の災害

に備え、村山地区特別養護老人ホーム等では、「災害時施設相互

応援協定」を結んでおり、避難者の中に要配慮者がいる場合、安

全確保や人的・物的支援など必要に応じ協定本部へ応援要請する

ことになっています。今回の訓練では、福祉避難所開設・施設相

互応援協定行動訓練・要配慮者の受け入れ訓練、簡易ベッドの作

成訓練などが行われ、災害への備えを万全にしていました。
県外の施設などからも多くの参加者が
訪れた避難訓練

自分の家族が認知症になったらなどを
考えなら真剣に聞き入っていました

19 31.4.15



ひまわり広場

広
　
告

        民謡・歌謡ショー                          吉見桂木会（吉見勝義さん）   
  

   

朝風呂が気持ちよい季節ですね～   

        早朝 ６時から 営業中！ 

休館日 ： 4 月 15 日（月）・ 5 月 20 日(月) 

 ◎ゆ・ら・ら売店にて、産直物の販売を始

めています。 どうぞご利用ください！ 

※「中山町情報・物産館 まるっと」の物産

販売とめん処は 3/31 で休止しています。  

卒 

業　
３
月
、
旅
立
ち
の
シ
ー
ズ
ン
。

町
内
の
小
中
学
校
、
保
育
園
・

幼
稚
園
で
も
、
卒
業
式
や
卒
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
や

保
護
者
、
地
域
の
方
々
な
ど
た

く
さ
ん
の
人
に
見
守
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
晴
れ
の

日
を
迎
え
ま
し
た
。

３月１６日　長崎小学校

３月１５日　中山中学校

３月１６日　豊田小学校

３月２２日　ながさき幼稚園

３月２６日　なかやま保育園

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
き
く

は
ば
た
け

中
山
の

子
ど
も
た
ち

31.4.15 20



T o p i c s

広
　
告

夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち

人　口 11,262 （前月比－3人）人
（男 5,530人、女 5,732人）

出生 人5 転入 人59
死亡 人16 転出 人51

人の動き

（前月比＋2 世帯）世帯数 3,672世帯

まちの人口（３月末現在）

戸籍のまどぐち（３月分）

中
山
町
長

佐
藤　

俊
晴

　

先
月
、
日
米
野
球
界
が
誇
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
・

イ
チ
ロ
ー
（
鈴
木
一
郎
）
が
現
役
を
引
退
し
ま

し
た
。
野
球
の
世
界
で
常
に
挑
戦
し
続
け
た
一

人
の
人
間
が
、
静
か
に
バ
ッ
ト
を
納
め
た
そ
の
瞬
間
、
一

つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
姿
が
あ
ま
り
に
も
美
し
く
、
言

葉
に
言
い
表
せ
な
い
時
間
で
し
た
。
彼
の
行
動
は
決
し
て

他
人
と
比
べ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
も
自

慢
す
る
な
ど
と
い
う
低
次
元
の
レ
ベ
ル
で
も
な
く
、
淡
々

と
続
け
て
き
た
こ
と
を
当
た
り
前
の
ご
と
く
話
す
姿
が
、

何
故
か
西
郷
隆
盛
と
ダ
ブ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

「
不
可
能
」
の
反
対
語
は
「
可
能
」
で
は
な
い
。「
挑
戦
」
だ
。

　

米
野
球
界
全
球
団
で
「
４２

」
が
永
久
欠
番
と
な
っ
て
い

る
米
野
球
界
初
の
黒
人
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ

ビ
ン
ソ
ン
の
言
葉
で
す
。
イ
チ
ロ
ー
も
常
に
前
向
き
に
挑

戦
し
続
け
た
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
誰
か
に
言
わ
れ

た
わ
け
で
も
な
く
、
誰
か
の
責
任
に
す
る
で
も
な
く
、

「
今
、
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」
、
「
何
が
足

り
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
」
自
問
自

答
し
、
２７

年
間
野
球
の
道
を
歩
ん
で
き
た
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
さ
に
西
郷
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
「
敬
天
愛
人
」

そ
の
も
の
で
あ
り
、
天
に
問
い
、
天
を
目
指
し
て
命
の
炎

を
燃
や
し
き
っ
た
野
球
人
生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

西
郷
さ
ん
は
、
自
ら
の
正
道
は
常
に
天
命
を
果
た
す
こ

と
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
、
「
天
」
を
敬
い
、
使
命
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
世
の
中
や
人
を
大
切
に
す
る
道
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
「
敬
天
愛
人
」
・
「
南
洲
翁
遺
訓
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

「
天
」
に
問
え
。

（
西
郷
隆
盛
・
十
の
「
訓お
し

え
」
vol.‌

１０

）

集まれ！　コバルトの旗へ

申込先　事務局　小松（６６２－５３０６）

日時　５月１１日（土）　午後４時

会場　中山町中央公民館

中山コバルト会会員募集！

２０１９年度総会

山形南高（二中・二高）関係者

寄附ありがとうございます
◦長崎小学校平成３０年度６学年（佐々木慎司学年委

員長）から、学校教育充実のため活用していただき

たいと、長崎小学校に折りたたみパイプいす２２脚を

寄附していただきました。

◦豊田小学校教育後援会（大津利美会長）から、児

童の安全確保や健康の増進、心の教育で活用してい

ただきたいと、豊田小学校に、防災ずきんセット、

竹馬・竹馬整理台、大太鼓用台座、児童用図書を寄

附していただきました。

◦日本マクドナルド株式会社より、子どもの連れ去

り事件などが増えている中、未然に防ぐ手助けをす

るため、地域防犯活動に役

立ててほしいと、長崎・豊

田両小学校の新１年生に安

全笛１００個が贈られました。
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お
知
ら
せ
版

№1327

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●
受
付
期
間　

４
月
22
日
（
月
）
～
５
月
10

日
（
金
）

●
受
付
予
定
件
数　

概
ね
30
件
（
受
付
期
間

中
で
予
算
を
上
回
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

●
補
助
対
象　

減
災
・
部
分
補
強
、
寒
さ
対

策
・
断
熱
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
克
雪
化
、

県
産
木
材
使
用
の
い
ず
れ
か
を
含
む
工
事

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

補
助
金
交
付
事
業
の
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
務
課
住
民
Ｇ 

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　

平
成
31
年
度
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
補
助
金
の
申
請
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
推
進
し
、

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
シ
ス

テ
ム
の
普
及
を
図
る
た
め
、
中
山
町
の
区
域

内
に
お
い
て
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
（
国
や
県
の

補
助
制
度
と
は
異
な
る
町
独
自
補
助
）。

【 

太
陽
光
発
電
設
備
（
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
等
）
】

● 

補
助
額　

出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り　

２
万
５
０
０
０
円

● 

上
限
額　

▼
新
築
設
置
：
６
万
円　

▼
既

築
設
置
：
12
万
円

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２ - ２１１２

●軽自動車税　　全期

　納期限　５月７日（火）　（４月1５日納税通知書発送済）
※ 口座振替領収書（はがきタイプ）については５月21日（火）の発

送を予定しています。

【平成30年度課税分口座振替領収書の送付について】

平成30年度課税分の税金（軽自動車税を除く）・保険料について、

口座振替をご利用いただいた方へ、４月1９日（金）に口座振替領収

書（はがきタイプ）をお送りしますので、お手元に届いた方は内容

をご確認ください。

【 

蓄
電
池
設
備
（
補
助
対
象
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
と
あ
わ
せ
て
設
置
す
る
も
の
に

限
る
）
】

● 
補
助
額　

補
助
対
象
経
費（
消
費
税
抜
き
）

の
10
分
の
１

●
上
限
額　

新
築
・
既
築
を
問
わ
ず
12
万
円 

※ 

詳
し
く
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合　

支
援
補
助
金
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
建
設
整
備
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
６

●
補
助
内
容　

▼
一
般
リ
フ
ォ
ー
ム
は
工
事

費
の
15
％
補
助
…
上
限
30
万
円
（
県
産
木

材
３
㎥
以
上
使
用
ま
た
は
空
き
家
活
用
タ

イ
プ
は
上
限
45
万
円
）
▼
三
世
代
世
帯
、

近
居
世
帯
、
移
住
世
帯
、
新
婚
世
帯
、
多

子
世
帯
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
工
事
費

の
30
％
補
助
…
上
限
45
万
円
（
県
産
木
材

３
㎥
以
上
使
用
ま
た
は
空
き
家
活
用
タ
イ

プ
は
上
限
60
万
円
）

●
そ
の
他
の
条
件

　

▼
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と　

▼
工
事
施

工
者
が
県
内
業
者
で
あ
る
こ
と　

▼
申
請

は
同
一
年
度
内
に
つ
き
1
回
限
り
で
あ
る

こ
と　

▼
平
成
32
年
３
月
10
日
ま
で
に
工

事
が
完
了
す
る
こ
と

●
そ
の
他
の
留
意
事
項

　

・ 
交
付
対
象
と
な
る
住
宅
は
中
山
町
内
に

あ
る
専
用
住
宅
等
（
共
同
住
宅
の
居
住

の
用
に
供
す
る
部
分
お
よ
び
併
用
住
宅

の
住
宅
部
分
を
含
む
）
に
限
り
ま
す
。

　

・ 

交
付
に
係
る
申
請
は
、
工
事
施
工
者
と

の
契
約
前
の
申
請
が
必
須
で
あ
り
、
工

事
の
着
手
や
終
了
し
て
か
ら
の
事
後
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

・ 

過
去
に
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
住
宅
で
も
年
度
が
変
わ
れ
ば
再

度
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

・ 

補
助
金
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【 納 税 情 報 】
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平
成
30
年
中
に
発
生
し
た
交
通
事
故
の
件

数
と
場
所
を
ま
と
め
た
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布

し
ま
す
。
昨
年
全
戸
配
布
し
た
「
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル　

わ
が
町
の
防
災
」
に
追
録
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
カ
ラ
ー
版
に
つ
い
て
は

各
地
区
の
公
民
館
に
掲
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
町
内
で
の
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

春
季
消
防
演
習
の　
　
　
　

　

開
催
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
広
報
課
危
機
管
理
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

●
日
時　

４
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

● 

場
所　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
そ
の
周

辺
●
内
容　

放
水
訓
練
、
小
・
中
隊
訓
練
な
ど

※ 

当
日
は
、
時
間
帯
に
よ
り
中
央
公
民
館
前

通
り
が
一
時
通
行
止
め
に
な
り
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

雨
天
（
悪
天
候
）
の
場
合
は
、
式
典
（
表

彰
式
等
）
の
み
「
す
ぱ
ー
く
中
山
」
で
行

わ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
発
生
地
点
マ
ッ
プ
を

全
戸
配
布
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
広
報
課
危
機
管
理
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

軽自動車税の減免申請について
　軽自動車税は４月１日現在の軽自動車等の所有者に課税されますが、次に該当する場合は、申請さ
れることにより、税が減免されます。
●対象者
①身体障害者手帳所持者で以下の等級に該当する方

②療育手帳所持者で直近の判定がＡの方
③精神障害者保健福祉手帳所持者で１級の方
④戦傷病者手帳の交付を受けている方（該当等級についてはお問い合わせください。）

障がいの区分
障がいの級別

本人運転の場合 家族運転・介護者運転の場合

視覚障がい １級から４級１号まで

聴覚障がい ２級から３級まで

平衡機能障がい ３級のみ

音声機能障がい
（こう頭摘出による音声機能障がいがある場合に限る）

３級のみ 該当しない

肢体不自由

上肢 １級から２級２号まで

下肢 １級から６級まで １級から３級１号まで

体幹 １級から３級、または５級のみ １級から３級まで

乳幼児期以前の非進行性脳病変
による運動機能障がい

上肢 １級から２級両上肢まで

移動 １級から６級まで １級から３級両下肢まで

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小
腸機能障がい １級または３級のみ

肝機能障がい １級から３級まで

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障がい １級から３級まで

※②、③は家族運転と介護者運転のみ減免対象となります。
※ 上記のほか、車いす移動車等のように車の構造が専ら身体障がい者等の利用に供するためのもので

ある軽自動車を所有している方に対しても減免申請を受け付けますので、該当する方はお問い合わ
せください。

※ 障がいのある方１名につき１台の減免です。また、普通自動車税の減免を行っている方は、軽自動
車税の減免申請はできません。

●申請期限　５月７日（火）まで
●申請場所　住民税務課税務Ｇ（役場１階５番窓口）
●持 ち 物　 印かん（ゴム印不可）、障害者手帳等、運転免許証、車検証の写し、平成31年度軽自動

車税納税通知書、申請者の個人番号が記載されているもの（個人番号カードまたは個人
番号通知カード）

※本人以外が申請に来る場合は窓口に来た方の本人確認ができるものおよび委任状が必要です。
※本人以外が運転する場合は、証明書等が必要になるため、申請前にお問い合わせください。

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２ - ２１１２
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事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
た
「
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度　

　

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
形
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

 

☎
６
２
２
‐
１
６
１
１（
音
声
案
内
「
２
」
）

中
山
町
「
や
っ
て
み
っ
べ
」

活
動
支
援
補
助
金
を
活
用
す
る

事
業
を
募
集
し
ま
す

 

（
２
次
募
集
）

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
政
策
企
画
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　

中
山
町
「
や
っ
て
み
っ
べ
」
活
動
支
援
補

助
金
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
行
う

公
益
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
助
金
を
活
用
す
る
事
業
を
募
集
し

ま
す
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
細
は
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
で
も
配
布
し
て
い
ま

す
。

● 

補
助
対
象
事
業　

町
民
の
皆
さ
ん
が
中

山
町
内
で
自
主
的
に
行
う
公
益
活
動
で
、

２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
に
終
了
す
る

事
業　
（
例
）
清
掃
や
花
い
っ
ぱ
い
な
ど

の
環
境
美
化
活
動
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

● 

補
助
対
象
者　

中
山
町
を
活
動
拠
点
と
す

る
（
ま
た
は
活
動
範
囲
に
含
む
）
３
名
以

上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

● 

補
助
金
額
・
補
助
率　

補
助
金
額
の
上
限

は
１
年
目
が
30
万
円
、
２
年
目
が
25
万
円
、

３
年
目
が
20
万
円
。
補
助
率
は
補
助
対
象

経
費
の
10
／
10
。

● 

補
助
金
交
付
の
決
定　

中
山
町
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
促
進
委
員
会
で
の
審

査
を
経
て
、
町
長
が
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

審
査
会
で
は
申
請
団
体
か
ら
直
接
事
業
内

容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
、
応
募

団
体
す
べ
て
が
採
択
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

●
申
請
受
付
期
限　

５
月
10
日
（
金
）

●
審
査
会
日
程　

５
月
26
日
（
日
）

な
か
や
ま
保
育
園　
　
　
　

　

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

 
☎
６
６
２
‐
２
７
０
５

● 

勤
務
条
件
等
（
①
募
集
人
数
②
勤
務
時
間

等
③
賃
金
④
応
募
要
件
⑤
そ
の
他
の
順
に

掲
載
）

▼ 

臨
時
保
育
士　

①
若
干
名　

②
月
～
金
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

※
早
朝
・
延
長
保
育
の
た
め
午
前
７
時
30

分
～
午
後
６
時
45
分
の
間
の
時
間
帯
で
早

番
・
遅
番
勤
務
あ
り
。
土
曜
日
の
交
代
勤

務
あ
り　

③
時
給
１
０
０
０
円　

④
保
育

士
資
格
を
有
す
る
方　

⑤
「
早
番
・
遅
番

な
し
の
勤
務
希
望
」
等
、
勤
務
時
間
に
つ

い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼ 

代
替
臨
時
保
育
士　

①
若
干
名　

②
月

～
土
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７

時
の
時
間
帯
の
う
ち
、
園
長
が
命
じ
た

日
・
時
間　

③
保
育
士
資
格
あ
り
…
時
給

１
０
０
０
円
、
保
育
士
資
格
な
し
…
時
給

８
０
０
円　

④
保
育
士
資
格
を
有
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
が
、
な
く
と
も
可　

⑤
勤

務
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 

雇
用
期
間　

い
ず
れ
の
職
種
も
採
用
決
定

後
～
２
０
２
０
年
３
月
31
日

● 

応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

と
募
集
要
項
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
、
な
か
や
ま
保
育
園
で
配
付
し
て
い

る
ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

受
付
期
間　

随
時　

※
申
込
用
紙
を
持
参

す
る
場
合
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
閉

庁
日
の
た
め
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

● 

そ
の
他　

中
山
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
も

応
募
可
能
で
す
。

す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
の
都
合
上
、
席
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

５
月
13
日
（
月
）

● 

時
間　

▼
午
前
の
部
…
午
前
10
時
～
11
時

30
分
（
受
付
開
始　

午
前
９
時
30
分
）　

　

 

▼
午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
受
付
開
始　

午
後
1
時
）　

※
午
前
の

部
・
午
後
の
部
と
も
同
じ
内
容
と
な
り
ま

す
。

● 

場
所　

村
山
総
合
支
庁
２
階　

講
堂　

（
山
形
市
鉄
砲
町
２
‐
1９
‐
68
）

●
定
員　

１
０
０
名

※ 

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
一
般
的
な
質

問
・
相
談
は
、「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
音

声
案
内
「
３
」）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご利用ください
役場本庁舎１階の延長窓口

火曜日・木曜日（祝日を除く）
午後５時１５分～７時

ご利用できるもの

各種証明書（住民票、戸籍証明書、税関

係証明書等）の交付

※お問い合わせ先

　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２５９３
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各種委員会等の委員を募集します

　各種委員会等について下記のとおり委員を募集します。皆様のご応募をお待ちしています。

ペットの飼い方について
【犬の飼主の方へ】
●フンは必ず持ち帰りましょう。

　犬のフンに関する苦情が後を絶ちません。後始末をしない無責任な飼い主の行動が周囲の人を困
らせています。飼い主が責任を持って、フンを片付けましょう。
●放し飼いはやめましょう。

　放し飼いは迷子や事故の原因、周りの人に迷惑をかけることにもなるので絶対にやめましょう。
【猫の飼主の方へ】
●責任を持って最期まで飼いましょう。

　子猫が捨てられている連絡が後を絶ちません。子猫が生まれて困る場合は、「避妊」「去勢」手術
をおすすめします。

※動物を捨てることは、動物の愛護および管理に関する法律に違反する行為です（違反すると100万
円以下の罰金となります）。
●飼う意思がないのであれば、野良猫にエサを与えないでください。

　子猫が増え、近所の方へ迷惑をかけてしまいます。最期まで責任を持って飼う意思がないのであ
れば絶対にやめてください。

※お問い合わせ先：住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２１１３

【①男女共同参画推進委員会】
任務　中山町における男女共同参画社会の形成促進に関する施策に関し、議論や助言を行う。

公募人数 （委員総数） 任　期 開催日時・予定回数

３人 10人以内 ５月頃～2021年３月 平日の日中・年度内に２回程度

公募人数 （委員総数） 任　期 開催日時・予定回数

３人 15人以内 ５月頃～2021年３月 平日の日中・年度内に３回程度

公募人数 （委員総数） 任　期 開催日時・予定回数

２人 15人以内 ９月頃～2021年３月 平日の日中・年度内に２回程度

公募人数 （委員総数） 任　期 開催日時・予定回数

３人 15人程度 ５月頃～2021年３月 平日の日中・年度内に４回程度
（※審査会等土日開催の場合あり）

【②政策推進会議】
任務　 地方版総合戦略（中山町まち・ひと・しごと創生総合戦略）および第５次中山町総合計画後

期５か年計画の進捗に関して調査・審議し議論や助言を行う。

【③地域公共交通会議】
任務　 地域住民の生活に必要な旅客運送の確保および地域の実情に即した輸送サービスの充実、旅

客の利便の増進に必要な事項について議論や助言を行う。

【④地域コミュニティ活性化計画策定委員会】
任務　 地域活動促進プロジェクト（「やってみっべ活動支援補助金」）の実施についての検討や申請

内容に係る審査など、地域活性化の推進に関する議論を行う。

●応募資格　中山町内に住所がある20歳以上の方
●報 酬 等　３，６００円／会議１回
●応募方法　 応募用紙に必要事項をご記入の上、５月10日（金）まで担当に提出してください（メー

ル等可）。提出された応募用紙は返却しないものとし、応募内容は委員の選考以外の目
的には使用しません。

●応募用紙　 役場総合窓口、中央公民館、保健福祉センターに準備しているほか、町公式ホームペー
ジからもダウンロードできます。

●選考方法　提出された応募用紙をもとに書類選考を行います。
　※ご応募・お問い合わせ先　
　　総合政策課政策企画Ｇ　☎６６２ - ４２７１　〒９９０- ０４９２　中山町大字長崎１２０番地
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● 

日
時　

５
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

 

婦
人
会
の
手
作
り
味
噌
講
座　

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

  

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

　

町
婦
人
会　

秋
葉

 

☎
６
６
２
‐
２
０
５
１ 

「
女
性
学
級
」
参
加
者
募
集

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

● 

開
催
期
間　

５
月
～
平
成
32
年
３
月

　

 

月
１
回
、
２
～
３
時
間
程
度
。
毎
回
案
内

を
配
布
し
ま
す
。
学
習
会
の
内
容
は
学
級

生
内
で
話
し
合
い
、
決
定
し
て
い
ま
す

（
平
成
30
年
度
は
、
宮
城
県
松
島
町
（
１

日
研
修
）、
左
沢
線
の
旅
、
町
議
会
傍
聴
、

料
理
教
室
等
）。

●
対
象　

町
内
在
住
の
女
性

● 

参
加
費　

年
間
５
０
０
円
（
た
だ
し
材
料

費
が
か
か
る
場
合
の
み
自
己
負
担
）

● 

申
込
方
法　

年
会
費
５
０
０
円
を
添
え
て

４
月
1５
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）
に
中
央

公
民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
第
１

回
学
習
会
は
５
月
1５
日
（
水
）「
さ
と
み

の
美
味
し
い
手
作
り
味
噌
講
座
」
で
す
）。

※
18
割
味
噌
が
４
㎏
持
ち
帰
れ
ま
す
（
材
料

　

費
と
し
て
、
２
８
０
０
円
か
か
り
ま
す
）。

●
日
時　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
７
時
～

※
雨
天
時
の
予
備
日
…
５
月
18
日
（
土
）

●
会
場　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

● 

参
加
資
格　

分
団
（
地
区
）、
ま
た
は
町
民

有
志
で
構
成
さ
れ
た
９
名
以
上
の
チ
ー
ム

● 

チ
ー
ム
構
成
の
要
件　

29
歳
以
下
…
３
名
、

30
歳
代
…
４
名
、
40
歳
代
以
上
…
２
名

●
試
合
形
式　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

● 

申
込
方
法　

５
月
６
日
（
月
）
ま
で
、
メ

ン
バ
ー
表
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加

費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
メ
ン
バ
ー
表
は
総
合
体
育
館

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◆ 

ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険
に
は
、
各
自
で
入
る

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

●
場
所　

新
田
町
公
民
館

●
講
師　

新
関
さ
と
み
氏

● 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

靴
下
、
筆
記
用
具
、
材
料
費
（
婦
人
会
会

員
２
８
０
０
円
、
一
般
３
１
０
０
円
）

●
申
込
締
切　

４
月
30
日
（
火
）

◆ 

18
割
味
噌
約
４
㎏
（
桶
付
き
）
が
持
ち
帰

れ
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
車
は
な
る
べ
く
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
６
６
２
‐
２
５
１
０

　
「
お
話
と
遊
び
の
会
」（
第
2
を
除
く
毎
週

火
曜
日
の
午
前
11
時
～
11
時
30
分
、
年
間
6

回
程
度
）
で
、
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い
遊

び
（
お
手
玉
な
ど
の
昔
遊
び
、
簡
単
な
工
作
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
）
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

子
育
て
・
孫
育
て
中
の
方
と
楽
し
く
ふ
れ

あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
申
込
締
切　

５
月
10
日
（
金
）

　６月15日（土）に、対北海道日本ハム

ファイターズ戦が開催されます。東北楽

天ゴールデンイーグルス中山町支援本部

では、町内外からお越しくださる方が気

持ちよく観戦できるように、荘銀・日新

スタジアム観客席のイス清掃ボランティ

アを募集しています。

●日　　時　　４月21日（日）
 午前６時30分集合
●集合場所　　 荘銀・日新スタジアム玄

関前
●持 ち 物　　古い雑巾またはタオル

※お問い合わせ先

　 東北楽天ゴールデンイーグルス中山町
支援本部事務局　（教育課生涯学習Ｇ）

 　☎６６２ - ２２８９

イス清掃ボランティア募集

いよいよ中山町での開幕戦！

ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【４月1５日〜５月1４日（４／ １現在）】

期　日 使用コース 時　間　帯

５／11（土） Ａ・Ｂ・Ｃコース ８：20〜17：00

● 上記のコースが大会などで独占して使用されますの
で、一般の使用ができません。

● 独占使用の申請受付は、使用日の１か月前で終了し
ます。

　※お問い合わせ先
　　　総合体育館　☎６６２‐２３００

こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

な
か
や
ま

チャレンジデー２０１９ｉｎ なかやま実行委員会事務局

中山町教育委員会教育課生涯学習Ｇ

　☎　６６２ - ２２８９

ＦＡＸ６６２ - ５４４０

Ｅ-mail：syakyou@town.nakayama.yamagata.jp

１５分以上続けて

 運動したら報告しよう！

午前０時～午後９時
一人ひとりが代表選手!!

今年の対戦相手

北 海 道　東
ひがしかぐらちょう

神楽町

実施回数　８回目

人　　口　1０,321人
2019

 in 

５月2９日（水）
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⑶　交通関係について ○…通常運行　　休…運休

４/27
（土）

４/28
（日）

４/29
（月）

４/30
（火）

５/１
（水）

５/２
（木）

５/３
（金）

５/４
（土）

５/５
（日）

５/６
（月）

町営バス 休 休 休 休
臨時
運行

休 休 休 休 休

スマイルグリーン号 ○ 休 ○ 休 ○ 休 ○ ○ 休 休

⑴　町関係施設について ○…開館　　休…休館

４
／
27
（
土
）

４
／
28
（
日
）

４
／
29

（
月
・
昭
和
の
日
）

４
／
30

（
火
・
国
民
の
休
日
）

５
／
１

（
水
・
即
位
の
日
）

５
／
２

（
木
・
国
民
の
休
日
）

５
／
３

（
金
・
憲
法
記
念
日
）

５
／
４

（
土
・
み
ど
り
の
日
）

５
／
５

（
日
・
こ
ど
も
の
日
）

５
／
６

（
月
・
振
替
休
日
）

役場本庁舎 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

保健福祉センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

なかやま保育園 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

放課後児童クラブ
（ながさき）

○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

放課後児童くらぶ
（たかとり）

○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

社会福祉協議会 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

子育て支援センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町立図書館ほんわ館 ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

歴史民俗資料館 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休

総合体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

勤労文化センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※歴史民俗資料館については、５月５日は無料開館の日です。どうぞお越しください。

※ 総合体育館については、５月７日（火）が休館日となります。なお、「お知らせ版４月１日号　まちの

カレンダー」で、４月30日を休館日とお知らせしましたが、誤りでございました。訂正いたします。

⑵　戸籍の届出と各種証明書の発行について

　火葬の予約、婚姻・出生・死亡等の戸籍の届出については、閉庁日でも宿直室（役場本庁舎１階　西側

入り口）で受付を行っています。

　また、各種証明書（住民票、印鑑証明書、税関係証明書等）については、連休前の平日午前８時30分か

ら午後５時までの間に電話で予約していただくことで、連休中でも宿直室で交付します。

　※お問い合わせ先　　住民税務課住民Ｇ　　☎６６２ - ２５９３

　　　　　　　　　　　住民税務課税務Ｇ　　☎６６２ - ２１１２

中の町関係施設等の対応についてお知らせします
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⑸　ごみの自己搬入について ○…収集あり　　休…収集休み

４/27
（土）

４/28
（日）

４/29
（月）

４/30
（火）

５/１
（水）

５/２
（木）

５/３
（金）

５/４
（土）

５/５
（日）

５/６
（月）

エネルギー回収施設
（立谷川・川口）

△
９時～
１2時

休 ○ ○ ○ ○ ○
△

９時～
１2時

休 ○

立谷川
リサイクルセンター

△
９時～
１2時

休 ○ ○ ○ ○ ○
△

９時～
１2時

休 ○

※　△…午前９時～正午まで　　○…通常どおり（午前９時～午後４時）

※⑷⑸のお問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ　☎６６２ - ２１１３

⑹　町内医療機関の診療状況について

医療機関 電話
午前
/
午後

４/27
（土）

４/28
（日）

４/29
（月）

４/30
（火）

５/１
（水）

５/２
（木）

５/３
（金）

５/４
（土）

５/５
（日）

５/６
（月）

服部内科胃腸科医院 ６６2－2272
午前 ○ 日曜当番医

休診
○ ○ ○

休診 休診 休診 休診
午後 休診 休診 休診 休診 休診

秋葉医院 ６６3－１000
午前 ○

休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診
午後 休診

至誠堂総合病院附属

中山診療所
６６2－５0１１

午前
休診 休診 休診

○ ○ ○
休診 休診 休診 休診

午後 ○ ○ ○

たかはし

元気クリニック
６６3－3５7５

午前
休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診

午後

安達歯科医院 ６６2－3５3５
午前 ○

休診 休診 休診 休診
○

休診 休診 休診 休診
午後 ○ ○

しぶや歯科医院 ６79－４8６2
午前 ○

休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診 休診
午後 休診

　４月2７日（土）～５月６日（月・振替休日）までの町内医療機関の診療（表の○印）は、下記のとおりです。

※日曜当番医（４月28日、服部内科胃腸科医院）の診療時間は、午前９時～正午です。

※診療時間、歯科医院の予約状況（急患対応状況）については、各医療機関にお問い合わせください。

※急病時：山形市休日夜間診療所（山形市香澄町２－９－３９　☎６３５－９９５５）も利用できます。

４月２７日（土）～５月６日（月・振替休日）の１０連休

⑷　ごみ収集・し尿汲み取りについて ○…収集あり　　休…収集休み

４/27
（土）

４/28
（日）

４/29
（月）

４/30
（火）

５/１
（水）

５/２
（木）

５/３
（金）

５/４
（土）

５/５
（日）

５/６
（月）

ごみ収集 ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○

し尿汲み取り 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

※ごみの収集については、祝日も通常どおり収集します。
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● 

相
談
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

1５
分
（
土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
電
話
で
の
相
談
予
約
も
受
け
付
け
ま

す
。
無
料
で
す
。

● 

場
所　

中
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
中
山

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

【
心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
】

　

あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
柿
崎
弁
護

士
が
助
言
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

日
時　

４
月
2４
日
（
水
）

 

午
後
１
時
1５
分
～
４
時

●
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

● 

相
談
内
容　

財
産
・
相
続
・
土
地
・
金
銭
・

家
族
問
題
な
ど
。
無
料
で
す
。

●
予
約　

電
話
受
付
（
先
着
５
名
ま
で
）

【
生
活
自
立
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
】

　

失
業
や
離
職
、
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
に
よ
り
、
暮
ら
し
の
不
安
や
困
り
ご
と
を

感
じ
て
い
る
方
の
相
談
を
受
け
付
け
、
町
や

県
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
窓
口
で
す
。

　
「
家
賃
を
払
え
な
い
」「
住
む
所
が
な
い
」

「
雇
止
め
、
離
職
な
ど
で
仕
事
を
失
っ
て

困
っ
て
い
る
」「
障
が
い
や
疾
病
の
問
題
が

あ
る
が
働
き
た
い
」「
生
活
に
困
っ
て
い
る
が
、

ど
こ
へ
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

専
任
の
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の　

お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

 
☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　全国健康保険協会（協会けんぽ）山形支部の健康保険料率は、平成31年３月（４月納付分）

から現行の10.04％から10.03％に引下げとなります。

　また、介護保険料率は1.5７％から1.７3％に引上げとなります。40歳から64歳までの方（介

護保健第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料が加わります。

　加入者の皆さんの医療と健康を支えるため、このようなご負担について、何卒ご理解いた

だきますようお願いします。

※お問い合わせ先

　全国健康保険協会山形支部企画総務Ｇ　☎６２９ - ７２２６

【 
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
】

　

 

①
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
協
会

（
☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１　

〒
１
４
１
‐
０
０
３
１　

東
京
都
品
川
区

西
五
反
田
７
‐
1５
‐
４　

第
３
花
田
ビ
ル

４
階
）　

②
７
月
30
日
（
火
）
～
８
月
３

日
（
土
）
４
泊
５
日　

③
静
岡
県
朝
霧
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー　

④
富
士
山
麓
の
自
然

豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
全
国
か
ら
集
ま

る
青
少
年
が
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
や
富
士
登

山
な
ど
の
野
外
活
動
を
共
に
し
な
が
ら
友

情
を
深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て

「
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
」
の
楽
し
さ
や
、

友
だ
ち
と
協
力
し
合
う
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。
富
士
登
山
、
テ
ン

ト
生
活
体
験
、
野
外
炊
飯
体
験
、
ワ
イ
ド

ゲ
ー
ム
、
星
空
観
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

 

⑤
小
学
３
年
生
～
小
学
６
年
生
、
日
本
人

80
名
・
外
国
人
20
名　

⑥
参
加
費
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

⑦
７

月
５
日
（
金
）
締
切
で
す
。
ま
ず
は
資
料

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【「
看
護
師
等
職
場
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
】

　

 

①
公
益
財
団
法
人
山
形
県
看
護
協
会
（
☎

６
８
５
‐
８
０
３
３
）　

②
４
月
27
日

（
土
）
午
後
１
時
～
４
時　

③
山
形
国
際
交

流
プ
ラ
ザ　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ　

１

階
交
流
ホ
ー
ル
・
２
階
集
会
展
示
場
（
山

形
市
平
久
保
１
０
０
番
地
）　

④
各
病
院

の
ブ
ー
ス
で
の
職
場
説
明
。
山
形
方
式
・

看
護
師
等
生
涯
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

説
明
。
訪
問
看
護
仕
事
紹
介
。　

⑤
山
形

県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
看
護

学
生
（
最
終
学
年
の
方
）、
U
タ
ー
ン
を

希
望
さ
れ
る
方
、
未
就
業
の
方　

⑥
無
料

　

 

⑦
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【 

山
形
県
看
護
協
会
で
「
健
康
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
】

　

 

①
公
益
財
団
法
人
山
形
県
看
護
協
会
（
☎

６
８
５
‐
８
０
３
３
）　

②
５
月
18
日

（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

③
山
形

県
看
護
協
会
会
館
（
山
形
市
松
栄
１
丁

目
５
番
45
号
）　

④
▼
１
日
ま
ち
の
保
健

室
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
測
定
コ
ー
ナ
ー　

▼
講
話
「
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
で
転
倒
予

防
」「
家
庭
で
で
き
る
ス
キ
ン
ケ
ア
」「
お

口
の
健
康
を
守
り
、
か
む
力
を
維
持
し
よ

う
」　

⑤
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し

●

●

●

そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　

②
と
き

③
と
こ
ろ　

④
内
容　

⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　

⑦
申
込
方
法　

⑧
そ
の
他

く
だ
さ
い
。
⑥
無
料　

⑦
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　協会けんぽからのお知らせ　平成31年度の保険料率が変わります
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消費生活の窓口から その電話、「アポ電」かも！
 〜知らない番号からの電話に出るのは危険です〜

　テレビ局、警察署、消防署、役場など、実在する機関や企業、家族をかたり、家族構成や資産状

況等を聞き出そうとする「アポ電」と呼ばれる電話に関する相談が全国で寄せられています。財産

的被害のきっかけとなるだけでなく、強盗事件に「アポ電」が関わっているという報道もされてい

ますので、注意が必要です。

＜アドバイス＞

● 知らない電話番号からの電話は「アポ電」などの不審な電話のおそれがあります。着信番号通知

や録音機能を活用し、誰からの電話かわかった上で電話に出るなどしてトラブルを避けましょう。

● 心あたりのない着信に出てしまった場合も、「○○です」と自分の名前を名乗らないことが大切

です。家族構成や資産状況を聞かれたら、個人情報が知られる可能性があるので会話を続けず、

すぐに電話を切りましょう。家族を名乗る電話も、少しでも不審な点を感じたら電話を一度切り、

知っている家族の電話番号に掛け直すことでトラブルを避けることができます。

● 特に高齢者に対しては、家族はもちろん地域でも、身近な人を見守り、様子の変化などに気をつ

けましょう。遠方で暮らしていても、定期的に電話したり、帰省の際に電話機の設定や電話番号

の登録を手伝うなどできることがあります。

●不審な電話があったら、すぐに警察（＃９１１０）や消費生活相談窓口に相談しましょう。

※ご相談・お問い合わせ先　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３

保健カレンダー
※保健事業に関するお問い合わせ先

健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母 子 手 帳 交 付
４/23（火）

９：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います
● 持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が

確認できるもの（個人番号カード、個人番
号通知カード等）と本人確認ができるもの

（個人番号カード、運転免許証等）
※ この日時で妊婦さんご本人の都合がつかな

い場合はご連絡ください。

定 期 健 康 相 談
４/23（火）

１０：3０～１１：3０
生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

育 児 相 談 会
【 予 約 制 】

４/23（火）
１０：3０～１１：3０

育児全般について、保健師・助産師または管
理栄養士が相談に応じます。前日まで電話で
ご連絡ください。

乳 児 健 診
４/2４（水）

３か月児・１１か月児
１3：００集合

保健福祉
センター

検診ホール

平成3０年５月・3１年１月生まれのお子さんと
前回欠席のお子さん
●持ち物　 母子手帳、バスタオル、問診票、

交換用おむつ、（１１か月児は歯ブ
ラシも）

３ 歳 児 健 診
５/ ８（水）

１3：2０～１3：5０

保健福祉
センター

検診ホール

平成2７年９月～１１月生まれのお子さんと前回
欠席のお子さん
●持ち物　 母子手帳、問診票、「健やか親子

2１」質問票、尿

幼 児 発 達 相 談
【 予 約 制 】

５/ ８（水）
保健福祉
センター

ことばの発達などの相談を行います。希望す
る方は４月２２日（月）まで申し込んでください。
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最 上 川 舟 運 の 無 形 遺 産

下川地区の念仏講
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スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　

　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。

　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。 アイ
ラブ

Vol.３３

Ｉ

この広報紙は

再生紙・植物油インキを使用しています。

（写真上）念仏を唱えな

がら数珠回しをする下川

地区の女性たち

（写真左）早朝、男性が

刷る十輪庵のお札

（写真右下）刷られたお

札は公民館に供えられる

（写真左下）代々受け継

がれている地区の行事と

いうことで、先輩に教え

られながら、ご詠歌や般

若心経などを唱える姿が

みられました

　江戸時代、山形県の物流は、最上川の舟運が中心で

した。長崎はその交通の要所で、中でも下川地区は

川
かわ

湊
みなと

として栄えた場所でした。古文書を紐解くと、当

時、下川地区に住んでいた人たちは、ほとんどが舟運

関係の仕事についており、男性は船頭で、女性は魚の

行商で生計を立てていたという記録があります。

　念仏講は、旧暦２月８日にその下川地区で毎年行わ

れている地区の行事で、「十輪庵」（現在は下川公民館

に祀られている地蔵堂）で、女性たちが大きな数珠を

回して、子どもたちの健やかな成長などを祈願するも

のです。

　舟運時代、船頭をしていた男性たちが、長い期間家

を空けるので、この念仏講の時に、女性と子どもたち

をねぎらうという意味があり、昔は、この日は夜遅く

まで飲んだり歌ったりしたと言われています。

　今年は３月３日に行われ、男性は早朝からお札を刷

り、女性たちは「南無阿弥陀仏」を唱えながら数珠回

しをしました。下川地区の方々は、「昔ながらの地区

の行事は少しずつ短縮されたりしながらも、大切に守っ

ていかなくてはならないと思う」と話していました。
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